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絶対零度への挑戦 

絶対零度は -273.15 ℃と習った。この値を決める際に決定打を放ったのが東工大です。 

 

➊ T0への挑戦を綴った大石さんの著書 

 

温度に下限はあるか 

舞台となったのは 

新営まもない本館 

➋

➌

➋ 気体温度計の全貌（本館 1F-29号室） 

➌ 大岡山キャンパスの本館と 1階平面図 



周囲からの批判 
（今更 そんなことしても無駄では？） 

氷点 & 沸点から T0へ 

➌

➊ ➋

➋

温度の国際基準 

➍

➎

➍ 水の3重点（0 Kと共に温度の基準点として

用いられている）） 

国際度量衡委員会での 

採択までの道のり 



➎

➎ 国際度量衡総会（1954 年）の決議 [一部

改変]。木下・大石の値がこの決定に大きく貢

献した。1968 年以降は，熱力学的温度は単に

K と表記することになっている（ºKは廃止）。 

絶対零度の存在に 

気付いたのは いつ頃で 誰か？ 

➏

➏ アモントンの気体温度計のイラスト（左，定

積温度計の雛形）と説明図（右）。このような簡

単な装置で，最低温度（絶対零度）の概念に到

達していたと思わせるメモが残っている。アモ

ントンは まさしく天才だ。若くして聴覚を失った

ことが彼を科学に没頭させたのかも知れない。 

 

  

木下さんのプロフィール 10) 



➐ 木下正雄（左）と大石二郎 （1931） 

大石さんはどんな人だったのか

極低温センターの誕生（1981年）

➑

➑ 通称 “極低温センター”の場所。木下・大石

らの低温物理学教室は，粟野満（1924～

2004）や大塚美枝子（1931～）らに引き継が

れ，今日の極低温物性研究センターの礎とな

った。航空写真の撮影日: 2012.5.13 
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